
1  

○
総
務
省
告
示
第 

 
 

号 
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
基
幹
放
送
用
周
波
数
使
用
計

画
（
昭
和
六
十
三
年
郵
政
省
告
示
第
六
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第

五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。 

令
和 

 

年 
 

月 
 

日 

総
務
大
臣 

林 
 

芳
正 

次
の
表
に
よ
り
、
変
更
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
下
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
変

更
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
下
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

（
別
紙
２
） 



2 
 

変 
 

更 
 

後 

変 
 

更 
 

前 

第
１

 
総

則
 

第
１

 
総

則
 

［
１

～
４

 
略

］
 

［
１

～
４

 
同

左
］

 

５
 

中
波

放
送

を
行

う
基

幹
放

送
局

の
放

送
区

域
に

お
い

て
災

害
対

策
等

の
た

め
補

完
的

に
超

短
波

放
送

用
周

波
数

を
用

い
て

放
送

を
行

う
中

継
局

及
び

中
波

放
送

を
行

う
基

幹
放

送
局

を
正

当
な

理
由

に
よ

り
六

箇
月

以

上
休

止
し

よ
う

と
す

る
場

合
若

し
く

は
休

止
し

て
い

る
場

合
又

は
廃

止
し

よ
う

と
す

る
場

合
若

し
く

は
廃

止

し
た

場
合

に
当

該
基

幹
放

送
局

の
放

送
区

域
に

お
け

る
放

送
を

確
保

す
る

た
め

に
超

短
波

放
送

用
周

波
数

を

用
い

て
放

送
を

行
う

中
継

局
（

以
下

「
補

完
中

継
局

」
と

い
う

。
）

の
う

ち
第

４
の

１
(
2
)
及

び
第

４
の

３

に
定

め
る

周
波

数
を

使
用

す
る

も
の

以
外

の
も

の
（

以
下

「
そ

の
他

の
補

完
中

継
局

」
と

い
う

。
）

の
周

波

数
等

は
、

個
別

に
定

め
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
そ

の
他

の
補

完
中

継
局

の
開

設
目

的
に

応

じ
、

周
波

数
に

つ
い

て
は

次
に

掲
げ

る
も

の
の

中
か

ら
選

定
す

る
。

ま
た

、
空

中
線

電
力

に
つ

い
て

は
原

則

と
し

て
1
0
0
W
以

下
と

し
、

⑴
か

ら
⑷

ま
で

の
開

設
目

的
を

達
成

す
る

必
要

最
小

の
も

の
と

す
る

。
 

５
 

［
同

左
］

 

⑴
 

中
波

放
送

の
放

送
設

備
が

災
害

発
生

時
に

被
害

を
受

け
、

放
送

の
継

続
が

困
難

と
な

る
事

態
へ

の
対

策

を
開

設
目

的
と

す
る

そ
の

他
の

補
完

中
継

局
 

9
0
.
1
M
H
z
か

ら
9
8
.
9
M
H
z
ま

で
の

0
.
1
M
H
z
間

隔
の

周
波

数
。

た
だ

し
、

当
該

周
波

数
を

割
り

当
て

る
こ

と

が
で

き
な

い
場

合
で

あ
っ

て
、

災
害

対
策

の
た

め
に

真
に

必
要

な
と

き
は

、
7
6
.
1
M
H
z
か

ら
9
0
.
0
M
H
z
ま

で

の
0
.
1
M
H
z
間

隔
の

周
波

数
を

選
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

⑴
 

中
波

放
送

の
放

送
設

備
が

災
害

発
生

時
に

被
害

を
受

け
、

放
送

の
継

続
が

困
難

と
な

る
事

態
へ

の
対

策

を
開

設
目

的
と

す
る

そ
の

他
の

補
完

中
継

局
 

9
0
.
1
M
H
z
か

ら
9
8
.
9
M
H
z
ま

で
の

0
.
1
M
H
z
間

隔
の

周
波

数
 

た
だ

し
、

当
該

周
波

数
を

割
り

当
て

る
こ

と
が

で
き

ず
、

災
害

対
策

の
た

め
に

真
に

必
要

な
場

合
に

限

り
、

7
6
.
1
M
H
z
か

ら
9
0
.
0
M
H
z
ま

で
の

0
.
1
M
H
z
間

隔
の

周
波

数
を

使
用

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

［
⑵

・
⑶

 
略

］
 

［
⑵

・
⑶

 
同

左
］

 

⑷
 

中
波

放
送

を
行

う
基

幹
放

送
局

を
正

当
な

理
由

に
よ

り
六

箇
月

以
上

休
止

し
よ

う
と

す
る

場
合

若
し

く

は
休

止
し

て
い

る
場

合
又

は
廃

止
し

よ
う

と
す

る
場

合
若

し
く

は
廃

止
し

た
場

合
の

当
該

基
幹

放
送

局
の

放
送

区
域

に
お

け
る

放
送

の
確

保
を

開
設

目
的

と
す

る
そ

の
他

の
補

完
中

継
局

 

9
0
.
1
M
H
z
か

ら
9
8
.
9
M
H
z
ま

で
の

0
.
1
M
H
z
間

隔
の

周
波

数
。

た
だ

し
、

放
送

確
保

対
策

の
た

め
に

真
に

必

要
な

と
き

は
、

7
6
.
1
M
H
z
か

ら
9
0
.
0
M
H
z
ま

で
の

0
.
1
M
H
z
間

隔
の

周
波

数
を

選
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

⑷
 

中
波

放
送

を
行

う
基

幹
放

送
局

を
正

当
な

理
由

に
よ

り
六

箇
月

以
上

休
止

し
よ

う
と

す
る

場
合

若
し

く

は
休

止
し

て
い

る
場

合
又

は
廃

止
し

よ
う

と
す

る
場

合
若

し
く

は
廃

止
し

た
場

合
の

当
該

基
幹

放
送

局
の

放
送

区
域

に
お

け
る

放
送

の
確

保
を

開
設

目
的

と
す

る
そ

の
他

の
補

完
中

継
局

 

9
0
.
1
M
H
z
か

ら
9
8
.
9
M
H
z
ま

で
の

0
.
1
M
H
z
間

隔
の

周
波

数
 

［
６

～
1
1
 

略
］

 
［

６
～

1
1
 

同
左

］
 

1
2
 

以
上

の
ほ

か
、

基
幹

放
送

用
の

周
波

数
の

使
用

は
、

電
波

に
関

す
る

国
際

的
取

り
決

め
及

び
次

に
掲

げ
る

要
件

に
適

合
す

る
と

と
も

に
、

電
波

の
公

平
か

つ
能

率
的

な
利

用
の

確
保

に
資

す
る

も
の

と
す

る
。

 

1
2
 

［
同

左
］

 

［
⑴

・
⑵

 
略

］
 

［
⑴

・
⑵

 
同

左
］

 

⑶
 

超
短

波
放

送
（

地
上

系
）

（
移

動
受

信
用

地
上

基
幹

放
送

を
行

う
も

の
を

除
く

。
）

 

ア
 

必
要

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
は

、
指

向
性

空
中

線
、

俯
角

付
き

空
中

線
、

垂
直

偏
波

及
び

次
に

掲
げ

る
基

準
に

合
致

す
る

同
期

放
送

方
式

を
使

用
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

⑶
 

超
短

波
放

送
（

地
上

系
）

（
移

動
受

信
用

地
上

基
幹

放
送

を
行

う
も

の
を

除
く

。
）

 

ア
 

必
要

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
は

、
指

向
性

空
中

線
、

俯
角

付
き

空
中

線
、

垂
直

偏
波

及
び

次
に

掲
げ

る
基

準
に

合
致

す
る

同
期

放
送

方
式

を
使

用
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 



3 
  

相
互

に
同

期
放

送
の

関
係

に
あ

る
基

幹
放

送
局

は
、

同
時

に
同

一
番

組
を

放
送

す
る

も
の

で
あ

っ
て

、
相

互
に

同
期

放
送

の
関

係
に

あ
る

基
幹

放
送

局
の

搬
送

周
波

数
の

差
及

び
最

大
周

波
数

偏
移

の
差

が

、
受

信
機

に
お

い
て

単
一

の
放

送
波

と
し

て
適

切
に

受
信

で
き

る
範

囲
内

で
あ

る
こ

と
。

 

相
互

に
同

期
放

送
の

関
係

に
あ

る
基

幹
放

送
局

は
、

同
時

に
同

一
番

組
を

放
送

す
る

も
の

で
あ

っ
て

、
相

互
に

同
期

放
送

の
関

係
に

あ
る

基
幹

放
送

局
の

搬
送

周
波

数
の

差
が

2
H
z
を

超
え

て
変

わ
ら

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
、

か
つ

、
最

大
周

波
数

偏
移

の
差

が
1
k
H
z
を

超
え

て
変

わ
ら

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
。

［
イ

 
略

］
 

［
イ

 
同

左
］

 

備
考 

表
中
の
［ 
］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。 


